
2026.4.1現在

社長

電気部長

安全・防災担当
（都市交通計画部部長）

サイバーセキュリティ責任者
（電気部長）

車両部長 工務部長

安全統括管理者
（都市交通事業本部長）

乗務員指導管理者
（東部列車所長）
（西部列車所長）

運輸部長

運転管理者

役員

鉄道安全会議

都市交通事業本部

都市交通計画部長

　都市交通事業本部に安全統括管理者等を選任し、輸送の安全確保に係る役割を定めています。
　近年、重要インフラにおけるサイバーセキュリティに対する脅威が増大している中で、それらの脅威
に対応することを目的として、2026年4月より新たにサイバーセキュリティ責任者を選任しました。

安全を守る社内のしくみ【安全管理体制と方法】3
安全管理組織体制（概要図）1

鉄道線の安全管理組織体制

鉄道線における管理者の役割

役職 役割

輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。社長

輸送の安全の確保に関する業務を統括する。安全統括管理者

安全統括管理者を補佐し､サイバーセキュリティの確保に関する事項を統括する。サイバーセキュリティ責任者

安全統括管理者を補佐し、輸送の安全性向上及び事故・災害等の防止に関する事項を統括する。安全・防災担当

安全統括管理者の指揮の下、輸送の安全の確保に必要な投資計画及び要員計画に関する事項を統括する。都市交通計画部長

安全統括管理者の指揮の下、運転に関する事項を統括する｡運転管理者

運転管理者の指揮の下、乗務員の資質（適性・知識及び技能）の維持に関する事項を管理する。乗務員指導管理者

安全統括管理者の指揮の下、電気施設に関する事項を統括する。電気部長

安全統括管理者の指揮の下、車両に関する事項を統括する。車両部長

安全統括管理者の指揮の下、土木･建築･軌道施設に関する事項を統括する。工務部長
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　鋼索線（六甲ケーブル線）については、2024年4月より当社が第三種鉄道事業者として施設を保有し、
第二種鉄道事業者となる神戸六甲鉄道(株)が運行・施設管理を担う体制としています。当社は神戸六甲
鉄道(株)が行う施設管理の状況を確認し、必要に応じて指導することにより六甲ケーブル線の将来にわ
たる安全性向上と安定した事業運営の両立を目指します。

2026.4.1現在

鋼索線の安全管理組織体制 社長

都市交通計画部長 施設管理者
（電気部長・工務部長）

安全統括管理者
（都市交通事業本部長）

役員

鉄道安全会議

都市交通事業本部

安全・防災担当
（都市交通計画部部長）

第一種鉄道事業 ：
第二種鉄道事業 ：
第三種鉄道事業 ：

自社が保有する線路を使って自ら旅客または貨物を運送する事業
他社が保有する線路を使って旅客または貨物を運送する事業
自社が保有する線路を第二種鉄道事業者に使用させる事業

鋼索線における管理者の役割

役職 役割

輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。社長

輸送の安全の確保に関する業務を統括する。安全統括管理者

安全統括管理者を補佐し、輸送の安全性向上及び事故・災害等の防止に関する事項を統括する。安全・防災担当

安全統括管理者の指揮の下、輸送の安全の確保に必要な投資計画及び要員計画に関する事項を統括する。都市交通計画部長

安全統括管理者の指揮の下、六甲ケーブル線の施設に関する事項を統括する。施設管理者
（電気部長・工務部長）

　 第三種鉄道事業者としての取組み① 
　第三種鉄道事業者として神戸六甲鉄道が行う施設管理の実施状況を確認するほか、神戸六甲鉄道の運輸
安全マネジメント会議への出席、安全管理に関する教育支援など、安全性向上のための各種取組みを実施
しています。

施設管理実施状況の確認 安全管理に関する教育状況
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●鉄道安全会議
　安全統括管理者（都市交通事業本部長）、サイバーセキュリティ責任者（電気部長）、安全・防災担当（都
市交通計画部部長）、都市交通計画部長、運輸部長、運転管理者、電気部長、車両部長、工務部長等で構成
し、安全に関する事項について、検討・審議・決定及び指示する会議体です。

●マネジメントレビュー
　安全管理体制が適切かつ有効に機能しているか
を確認し、必要に応じて見直し、改善する活動です。
　毎年、都市交通事業本部の各部長から社長へ安
全施策の実施結果を報告しています。

●内部監査
　「鉄道輸送の安全確保に関する内部監査実施要領」に基づき、安全管理体制が適切に機能していること
を確認するために都市交通事業本部の各部長に対する監査を実施しています。各部長が安全管理規程で
定めた責務を適切に果たしていることを確認しましたが、一部、部員への安全に関する情報展開や周知方
法に課題が見られたため、改善するよう助言しました。

　※現業部門におきましては、「部門間の相互理解を深めること」、「安全に関する取組みの好事例を共有すること」を目的
に部門間でのクロス監査を実施しています。

　 第三種鉄道事業者としての取組み②
　六甲ケーブル下駅の検査用ピット延伸工事、自動運転制御装置の導入、車両リニューアル工事な
ど、六甲ケーブル線の安全・安定輸送に資する取組みを行いました。

リニューアル車両の搬入自動運転制御装置の導入

安全管理の方法2
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Plan   ： 計画
Do　  ： 実行
Check： 評価
Act　 ： 改善

PDCAのイメージ

Pl

an Do Ch
eck Ac

t

継続的改善

　安全確保に関する種々の取組みをPDCAサイクル（P=Plan［ 計画 ］・D=Do［ 実行 ］・C=Check［ 評価 ］・
A=Act［ 改善 ］）により機能させ、継続的改善を図っています。
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